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（令和３年３月実施）

令和３年５月

北陸農政局新潟県拠点



北陸農政局新潟県拠点　地方参事官室

　棚田地域は、農産物の供給にとどまらず、国土の保全、水源の涵養、生物の多様

性の確保、その他の自然環境の保全、良好な景観の形成、伝統文化の継承等の多

面にわたる機能を有する国民共有の財産です。

 　しかしながら、棚田の保全には、その地形的な条件不利性等から多大なコストを

要するのが実情であり、農業の担い手の減少、高齢化の進展もあいまって、棚田が

荒廃の危機に直面しています。

 　こうした状況の下、令和元年６月、議員立法により棚田地域振興法（以下「法」）が

成立し、多様な主体が参画する棚田地域振興協議会（以下「協議会」）による棚田を

核とした地域振興の取組を関係府省庁が総合的に支援する枠組みが構築され、新

潟県においても令和２年度から棚田振興の取組が本格的にスタートしたところです。

　その後、今日まで一定の期間が経過したことを踏まえ、今般、今後の棚田振興施

策の参考となるよう、法に基づく指定棚田地域の指定を受けた市町に対し、棚田振

興の取組状況、成果及び課題等についてアンケートを実施しました。

　本アンケートの結果につきまして、棚田地域振興関係の機関の皆様と共有します

ので、今後の棚田地域振興の一助になれば幸いと存じます。

　関係する市町（協議会）の皆様には、アンケートに快く御協力いただき、改めて感

謝申し上げます。

　今後とも棚田地域振興に御理解と御協力をお願いします。
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実施時期：令和３年３月

調査方法：北陸農政局新潟県拠点から、メールにより調査票を送付、回収

調査対象：指定棚田地域の指定を受けた各市町

設　　問：取組状況に応じて実態を把握する目的から、指定棚田地域の指定を受けた市町について、

①「指定棚田地域振興活動計画」の認定を受けた協議会のある市町　　→　「アンケート１」

②「　　　　　　　　〃　　　　　　　　」の認定をまだ受けていない地域のある市町　　→　「アンケート２」

とそれぞれに区分して設問を設定（具体的な市町はP２参照）。

集　　　計： 「アンケート１」については、協議会数（10）

「アンケート２」　　　〃　　　地域数（10）

【棚田の地域指定から活動計画認定までの流れ（イメージ）】

１　アンケート調査要領

棚田の地域指定

協議会の設立

活動計画の作成

活動計画の認定

アンケート２

アンケート１

－ 1 －



２ 指定棚田地域の指定を受けた市町 （R3.3.31現在）

－ 2 －

村上市

胎内市 佐渡市

上越市 十日町市

南魚沼市

十日町市上越市

糸魚川市

三条市

見附市

柏崎市
小千谷市

アンケート1 アンケート2

津南町



Q１　指定棚田地域振興活動の実施状況等について教えて下さい。
　　　

1 概ね計画通り取組が進んでいる。（４協議会）

2 少し計画より取組が遅れている。（６協議会）

3 相当計画より取組が遅れている。（該当なし）

【遅れている場合の要因等】 （６協議会が該当）

３　棚田振興に関する市町へのアンケート１集計結果
　　　　（活動計画の認定を受けている市町）　（９市町－10協議会）

・新型コロナウィルスの影響により予定していた交流活動、イベント、都市交流、観光事業が実施

できないため。（５協議会）

・中山間地等直接支払制度の既存の活動はできているが、新たな活動については集落の理解や

感度に差があり、すべての棚田で同様の取組は難しい。（１協議会）

・新型コロナウィルス等の影響から、予定した計画よりも少し遅れている協議会が全体の６割あった
ものの、相当遅れている協議会はなかった。

40%

60%

指定棚田地域振興活動の実施状況

概ね計画通り取組が

進んでいる。

少し計画より取組が

遅れている。

－ 3 －



Q２　活動の成果と課題等があれば教えて下さい。 （自由記載）

〇成果　

〇課題　

・これまで関わりが薄かった集落が集い、新たなメンバーで運営できる契機となった。（１協議会）

・直売施設の整備により、人を呼ぶ環境を整えることができた。（１協議会）

・棚田を維持するための鳥獣害対策への意識が醸成された。（１協議会）

・農業生産活動を行う農業者の減少、高齢化（マンパワーの圧倒的不足）。（１協議会）

・協議会の構成員にはなっているが、具体的な活動を見いだせないでいる集落協定がある。

（１協議会）

・コロナの影響で都市交流活動、観光関連事業が実施できず、コロナ対応が困難。（１協議会）

・ウィズコロナを前提とした活動内容を検討しなければならない。（１協議会）

・棚田地域で農業研修生の受入を行った。（１協議会）

・共同の草刈り機を導入したことで農作業の省力化に繋がった。（１協議会）

・農業関係のみならず、福祉面から集落機能強化に取り組むところが出てきた。（１協議会）

・コロナ禍により話し合いや交流の機会、イベント等の実施がしづらい状況である。（５協議会）

・感染症拡大防止の観点から集落行事の中止や規模を縮小したため、外部との交流機会が減少

した。（１協議会）

・中心的役割を担う人材不足。（１協議会）

・新たな取り組みを展開することが難しい。（既存の取組を行うことで精一杯）（１協議会）

・地域課題や活性化等話し合いが行われる契機となった。（６協議会）

・令和３年度の棚田オーナー制度の募集を開始した。（１協議会）

・これまで資金的にできなかったことが実施可能となった。（１協議会）

・新たな地域の担い手候補として、地域おこし協力隊1名を受け入れることができた。（１協議会）

・コロナ禍で縮小傾向ではあったが、地区住民による地域内の活動は概ね実施できた。

（１協議会）

・コロナ禍により、令和3年度の棚田オーナー制度のイベントの実施が不透明な部分がある。
（１協議会）

－ 4 －



Q３　棚田振興活動に対する地域（周辺集落）の反応はどうでしょうか。

・地域の反応は、概ね理解が得られているが８割で、理解が得られていない協議会はなかった。

1 概ね理解が得られている。（８協議会）

2 一部理解が得られていない。（該当なし）

3 理解が得られていない。（該当なし）

4 その他（２協議会）

Q４　貴市（町）における棚田振興に係る独自の取組がありましたら教えて下さい。（自由記載）

・法に基づく「協議会」の設置と「指定棚田地域振興活動計画」の策定は市で一本化して行い、地

域の主体性・独自性・持続性などを考慮し、実際の棚田地域振興活動を行う単位ごとに、任意の

地区協議会を設置するとともに、地区別活動計画を策定している。（１協議会）

・大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ（２協議会）

・中山間地域等直接支払制度の加算措置（棚田地域振興活動加算）に取り組んでいる集落

協定のみ理解されており、限定的となっている。

・中山間地域等直接支払制度の集落協定単位では理解してもらっているが、それ以外の

方々へは話をしていない状況。

・協議会独自の広報誌も検討している。

・市や自治振興会の広報等で周知してもらった。

80%

20%

棚田振興活動に対する地域（周辺集落）の反応

概ね理解が得られて

いる。

その他

－ 4 －

－ 5 －



Q５　R２年度に棚田振興活動等のために活用した国の事業はありますか。

1 ある（10協議会）　

2 なし（該当なし）

Q６　R３年度に棚田振興活動等のために活用予定の国の事業はありますか。

1 ある（10協議会）　

2 なし（該当なし）

・農水省　中山間地域等直接支払交付金の棚田地域振興活動加算　（10協議会）

・総務省　地域おこし協力隊制度　（１協議会）

・農水省　中山間地域等直接支払交付金の棚田地域振興活動加算　（10協議会）

・総務省　地域おこし協力隊制度　（１協議会）

・すべての協議会で中山間地域等直接支払交付金の棚田地域振興活動加算を活用している。その
他に地域おこし協力隊制度の活用もあった。

・全協議会でR2年度と同じ活用予定であった。

100%

R２年度に棚田振興活動等のため活用した国の事業

ある

100%

R３年度に棚田振興活動等のため活用予定の国の事業

ある

－ 6 －



Q７　自由記載　（国に対する棚田振興に対するご要望等）

・国にはどのような支援事業が必要か対象地域へのアンケート調査を行い、制度創設を検討して

ほしい。

・既存事業の棚田法における拡充だと、すでに地域指定８法を受けている地域は棚田法の恩恵を

受けることができない。さらなる拡充をお願いしたい。

・新型コロナウィルスの影響は想定外に大きく、ウイズコロナを前提とした計画事業の見直しをす

る必要がある。

・市単独での棚田振興には限界があるため、棚田地域全体で振興を図るべく県や国の取組が重

要。

・中山間地域等直接支払交付金の棚田加算は要件が厳しく、躊躇する地域が多い。

・中山間地域等直接支払交付金の棚田加算に取り組みたいと要望のあった集落協定に対し「指

定棚田地域振興活動計画」を策定したため、棚田加算の要望がない集落協定の棚田に対しては

アプローチができていない。就農人口の減少と高齢化が顕著であり、新たな取組に対する拒否反

応が強く、当制度を有効に活用できる見込が非常に低い状況である。国には研修会や説明会を

開催し、有効な打開策について指導願いたい。

・先進事例を紹介してほしい。

・国の支援対象事業には、中山間地域等直接支払交付金の棚田加算以外に活用できるものが少

ない。

－ 7 －



Q１　棚田地域振興協議会の設立状況について教えて下さい。
　　　

・協議会を設立した地区が７割で、設立を協議中と合わせると８割となっている。

1 設立した。 （７地域）

2 設立を協議中。 （１地域）

3 設立していない。 （２地域）

〇協議会を設立していない場合は、その理由及び設立予定時期を教えて下さい。

〇設立を協議中 （１地域）

【理由】

【設立予定時期】 ４～５月

〇設立していない （２地域）

【理由】

【設立予定時期】

【理由】

【設立予定時期】

　中山間地域等直接支払制度の第5期対策開始に係る作業を最優先としたこと及

び新型コロナウィルスの影響により関係機関との打合せが出来なかったことなど。

未定

４　棚田振興に関する市町へのアンケート２集計結果
　　　　（活動計画の認定をまだ受けていない市町）　（５市町－10地域）

協議会構成員の決定に向け、最終調整中。

協議会立ち上げに係る中核メンバーの選出に苦慮している。

未定

70%

10%

20%

棚田地域振興協議会の設立状況

設立した。

設立を協議中。

設立していない。

－ 8 －



Q２　協議会を設立したとされた市町において棚田地域振興活動計画の作成状況を教えて下さい。

・活動計画を既に国へ申請済みの地域が約４割で、県と協議中と合わせると約７割となっている。

1 国へ申請済み （３地域）

2 国の認定に向け県と協議中 （２地域）

3 作成中 （２地域）

4 未作成 （該当なし）

〇活動計画を作成していない場合は、その理由及び県との協議開始予定時期を教えて下さい。

〇作成中 （２地域）

【理由】

４～５月

【理由】

６～７月

Q３　自由記載　（国に対する棚田振興に対するご要望等）

棚田地域振興緊急対策交付金を活用していたため。

協議会内での最終的調整中。

【県との協議開始予定時期】

・有害鳥獣による農作物被害及び農業用施設被害（田、水路、農道等）が深刻な状況。

特に農業用施設被害の復旧には多額の経費が必要となるため、耕作放棄地が増大する懸念あ

り。多面的機能支払交付金や中山間地域等直接支払交付金などの既存事業にて、施設復旧や

防除に係る経費の加算制度の創設を要望します。

・高齢化が進む棚田地域においては、生産コストも高く、現状の作業を維持することが精一杯で優

遇措置を受けるための新たな取組を実施することが困難です。そのため、中山間地域等直接支

払制度第５期対策で新設された棚田加算は要件が厳しく選択できないことから、指定棚田地域に

指定された地域には無条件で受けられる加算金の新設を要望します。

【県との協議開始予定時期】

42%

29%

29%

棚田地域振興活動計画の作成状況

国へ申請済み

国の認定に向け県と

協議中

作成中

－ 9 －



現市町村 指定棚田地域 棚田の名称

三条市 森町村 北五百川

柏崎市 高田村 黒滝の棚田

上条村 山口の棚田

野田村
下野田の棚田、諏訪の棚田、木沢の棚田、熊谷の棚田、宮川新田の棚田、仲山の棚
田

鵜川村 市野新田の棚田、上向の棚田

石黒村
嶽の棚田、雪積の棚田、花坂の棚田、下原の棚田、ヨシグイの棚田、外山の棚田、ブ
ナ山の棚田、芝休の棚田、居谷の棚田、狢平の棚田、風張の棚田

高柳村

大林の棚田、宮田山の棚田、横道の棚田、塚田の棚田、戸屋原の棚田、城ノ越の棚
田、見嶽の棚田、上ノ山の棚田、大石の棚田、寺林の棚田、梨ノ木田の棚田、水梨の
棚田、梶田の棚田、山ノ田の棚田、沢向の棚田、上ノ島の棚田、横尾の棚田、鶴間の
棚田、宮沢の棚田、宮田の棚田、大開の棚田、トツラ平の棚田、兎田の棚田、桃ノ木
の棚田、ヲクサの棚田

南鯖石村
笹崎の棚田、行兼の棚田、宮之下の棚田、西之入の棚田、田島の棚田、宮沢の棚
田、山ノ田入の棚田、水沢入の棚田、栗ノ木田の棚田、イラ平の棚田、江入の棚田、
穴ノ口の棚田、向田の棚田

北条村
家近の棚田、小島の棚田、北浦の棚田、佐之入の棚田、岩之入西の棚田、岩之入東
の棚田、足駄越の棚田

上米山村 狐塚の棚田、猪平の棚田、宮ノ前の棚田

柏崎市
刈羽村

中通村 菊尾の棚田、飯寺の棚田、矢田の棚田

柏崎市
上越市

米山村 上輪新田の棚田

小千谷市
長岡市

東山 首沢の棚田、東山の棚田

小千谷 小千谷 郡又の棚田、塩殿の棚田、池ケ原の棚田、上片貝の棚田

川井村 冬井の棚田、戸屋の棚田、真皿の棚田、川井本田の棚田

岩沢村 岩山の棚田

真人村
山新田の棚田、若栃の棚田、芹久保の棚田、石名坂の棚田、中山の棚田、干三の棚
田

柏崎市

十日町市
山平村

大久保の棚田（田代）、北山棚田、名平棚田、莇平棚田、寺田棚田、蒲生棚田、儀明
棚田

十日町市 下条村 東下組棚田、下条上組棚田、下条下組棚田

吉田村 稲葉・山谷棚田、樽沢棚田、名ヶ山棚田、中平棚田、高島棚田、鉢棚田、中手棚田

松代村
太平棚田、菅刈棚田、松代田沢棚田、池尻棚田、蓬平棚田、犬伏棚田、孟地棚田、
滝沢棚田、松代棚田、小荒戸棚田、千年棚田、桐山棚田、南部棚田、片桐山棚田、
中子棚田、苧島棚田、清水棚田、会沢棚田

松之山村
松之山・新山・兎口棚田、光間棚田、水梨棚田、小谷棚田、大荒戸棚田、下川手棚
田、上川手棚田、湯山棚田、湯本棚田、天水越棚田、天水島棚田、藤倉棚田、下布
川棚田、中尾棚田、東川棚田、上鰕池棚田、下鰕池棚田

浦田村 浦田棚田、黒倉棚田

奴奈川村 福島・奈良立棚田、室野棚田、星峠棚田

中條村
花水棚田、魚之田川棚田、枯木又棚田、轟木棚田、三ツ山棚田、四ヶ村棚田、新水
棚田、池谷・入山棚田、市之沢棚田、上之島棚田

新潟県における指定棚田地域の指定地域一覧（R3.3.31現在）

－ 10 －
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現市町村 指定棚田地域 棚田の名称

十日町市 貝野村 安養寺棚田、姿棚田、宮中棚田、本屋敷棚田、堀之内棚田

水沢村
伊達棚田、鍬柄沢棚田、漆島棚田、水沢・馬場棚田、大石棚田、当間棚田、野中棚
田、池沢棚田

見附市 北谷村 旧北谷村地域の棚田

村上市 高根村 高根の棚田

塩野町村 荒沢の棚田

糸魚川市 磯部村 仙納棚田、大洞棚田、藤崎棚田、徳合棚田、百川棚田

能生谷村
小見棚田、大沢棚田、大平寺棚田、島道棚田、平棚田、下倉棚田、溝尾棚田、柵口
棚田、須川棚田、西飛山棚田、東谷内棚田、鉾が岳棚田、槇棚田、高倉棚田、大王
棚田、中野口棚田、柱道棚田

木浦村 鬼舞棚田、新戸棚田、中尾棚田

下早川村 高谷根棚田、谷根棚田、あわら棚田、東塚棚田、日光寺棚田、西塚棚田

上早川村
越棚田、角間棚田、寒谷棚田、岩倉棚田、砂場棚田、大平棚田、中川原新田棚田、
中野棚田、土塩棚田、土倉棚田、湯川内棚田、不動山棚田

西海村 粟倉棚田、釜沢棚田、市野々棚田、真光寺棚田、真木棚田、水保棚田、来海沢棚田

大野村 大野棚田

根知村
稲場棚田、栗山棚田、山口棚田、山寺棚田、上町屋棚田、上野棚田、大工屋敷棚
田、大神堂棚田、東中棚田、別所棚田、和泉棚田

上路村 上路棚田

妙高市

上越市
矢代村 岡沢の棚田

上越市 東頸城郡保倉村
大島区牧山の棚田、大島区糀山の棚田、大島区大平の棚田、大島区長野・一ノ瀬・
島田の棚田、大島区干平の棚田、大島区大久保・上新田の棚田、大島区上達の棚田

大島村
大島区菖蒲西の棚田、大島区牛ケ鼻の棚田、大島区西沢の棚田、大島区仁上の棚
田、大島区石橋の棚田、大島区中山の棚田、大島区大島の棚田、大島区中野の棚
田、大島区菖蒲東の棚田

菱里村 安塚区樽田の棚田

小黒村
安塚区大原の棚田、安塚区小黒の棚田、安塚区切越の棚田、安塚区朴ノ木の棚田、
安塚区和田の棚田

牧村 泉の棚田

源村
下川谷の棚田、石谷の棚田、名木山の棚田、大賀の棚田、村屋の棚田、稲古の棚
田、川袋の棚田、大岩の棚田、山中の棚田、高沢入の棚田、坪野の棚田

黒川村
松留の棚田、上中山の棚田、猿毛の棚田、下牧の棚田、水野の棚田、平沢の棚田、
芋島の棚田、米山寺の棚田、岩野の棚田

黒岩村 東横山の棚田、南黒岩の棚田、北黒岩の棚田

金谷村 正善寺の棚田

春日村 正善寺の棚田

菅原村 上田島の棚田

櫛池村
青柳の棚田、梨窪の棚田、鶯澤の棚田、上中條の棚田、鈴倉の棚田、寺脇の棚田、
東戸野の棚田、棚田の棚田、北野・水草の棚田、梨平の棚田、赤池の棚田

名立村 丸田・折居の棚田、峠の棚田、濁沢の棚田、瀬戸・東飛山の棚田

板倉村 筒方川西地区の棚田

佐渡市 相川町 相川鹿伏の棚田

－ 11 －



現市町村 指定棚田地域 棚田の名称

佐渡市 二見村 橘の棚田、高瀬の棚田、相川大浦の棚田

沢根町 沢根五十里の棚田、沢根の棚田

二宮村 真光寺の棚田、二宮の棚田、山田の棚田

金沢村 中興の棚田、平清水の棚田

吉井村 長江の棚田、安養寺の棚田

新穂村 新穂田野沢の棚田、新穂正明寺の棚田、新穂瓜生屋の棚田、新穂大野の棚田

畑野村 栗野江の棚田、小倉の棚田、小倉千枚田、畑野の棚田、大久保の棚田、猿八棚田

真野村
国分寺の棚田、吉岡の棚田、真野の棚田、滝脇の棚田、大須の棚田、背合の棚田、
豊田の棚田、静平・下黒山の棚田

西三川村
羽茂小泊の棚田、羽茂亀脇の棚田、大小の棚田、大倉谷の棚田、田切須の棚田、西
三川の棚田、椿尾の棚田、羽茂村山の棚田

小木町
小比叡の棚田、小木木野浦の棚田、琴浦の棚田、宿根木の棚田、小木強清水の棚
田、深浦の棚田、江積の棚田、小木大浦の棚田、井坪の棚田

羽茂村
羽茂滝平の棚田、羽茂大崎の棚田、羽茂本郷の棚田、羽茂三瀬の棚田、羽茂大石
の棚田

赤泊村
下川茂の棚田、上川茂の棚田、外山の棚田、莚場の棚田、三川の棚田、徳和の棚
田、赤泊の棚田、柳沢の棚田、南新保の棚田、杉野浦の棚田、大杉の棚田

松ケ崎村 丸山の棚田

岩首村 赤玉の棚田、豊岡の棚田、岩首昇竜棚田

水津村 水津の棚田、片野尾棚田、月布施棚田、野浦の棚田

河崎村 椎泊の棚田、両尾の棚田、羽二生の棚田、両津大川の棚田

加茂村
北五十里の棚田、椿の棚田、加茂歌代の棚田、歌見の棚田、浦川の棚田、北松ヶ崎
の棚田、馬首の棚田

内海府村 鷲崎の棚田

外海府村 大倉の棚田、小田の棚田、真更川の棚田、北鵜島の棚田、願の棚田

高千村
石名の棚田、小野見の棚田、北田野浦の棚田、高千の棚田、入川の棚田、北立島の
棚田、後尾の棚田、石花の棚田、北片辺棚田、南片辺の棚田

金泉村 戸中の棚田、戸地の棚田、北狄の棚田、達者棚田、小川の棚田

南魚沼市 石打村 宮野下、大沢山

塩沢町
樺野沢工区管理組合、滝谷沢地区管理組合、天野沢七曲り工区管理組合、伊田滝
谷管理組合泉盛寺開田組合、栃窪、岩之下、細田茨平組合、外谷組合、毛立、林ノ
下組合、堂の入組合、猫岩・久留米沢組合

中之島村 柄沢、万条、大原、原組合

上田村 小松沢、一之沢、台原、台上、蟹沢

六日町 君帰、小栗山

五十沢村 金城、永松、野中、蛭窪

城内村 岡、広堀、山口、長森中通、長森下村

大巻村 寺尾、西

薮神村 一村尾、名木沢、後山

東村 雷土、桐沢、荒山、谷地
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現市町村 指定棚田地域 棚田の名称

胎内市 黒川村 樫谷の棚田、鍬江の棚田、坂井の棚田

津南町
十日町市

中深見村 堂平棚田、美穂棚田、所平棚田、大場棚田、源内山棚田

津南町 外丸村 外丸棚田、辰ノ口棚田、鹿渡棚田

上郷村
大井平棚田、亀岡棚田、宮野原棚田、小池棚田、上加用棚田、下加用棚田、出浦棚
田、羽倉棚田、越手棚田、寺石棚田、足滝棚田、穴山棚田、上野棚田、田中棚田、中
子棚田、今井棚田

芦ケ崎村 相吉棚田、岡棚田、谷内棚田、芦ヶ崎棚田、反里棚田

秋成村 秋成棚田、反里口棚田、太田新田棚田、見玉棚田、結東棚田

下船渡村 米原棚田

　注：指定棚田地域は、昭和25年（1950年）2月1日時点の市町村（旧旧市町村）の区域

－ 12 －
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１　農業地域類型別状況（新潟県：平成29年改定）

・新潟県内全30市町村のうち「中間・山間農業地域」は17市町村で、県全体の約57％を占めている。

２　中山間地域等直接支払交付金交付状況（新潟県：令和元年度）

・新潟県内全30市町村のうち22市町村で、県全体の約73％を占めている。

３　指定棚田地域の指定状況（R3.3.31現在）

①中山間地域等直接支払交付金交付市町村のうち指定棚田地域の指定を受けた市町村

・中山間地域等直接支払交付金を受けている市町村の約55％を占めている。

　新潟県の中山間地域等に関するデータ　

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

中山間地等直接支払交付金交付市町村 その他市町村
(%)

22市町村 8市町村

－ 14 －
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中間・山間農業地域 都市的・平地農業地域

(%)

17市町村 13市町村

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

指定棚田地域の指定市町村 その他市町村
(%)

12市町村 10市町村

農業地域類型とは、

農林統計の分析及び農政の推進の基礎資料として活用するため、市区町村及び旧市町村ごとに、その地域の土地利用上の特

性により類型化した統計表章区分として農業地域類型を設定している。第1次分類として「都市的地域」「平地農業地域」「中間農業

地域」「山間農業地域」がある。

中山間地域等直接支払制度は、

農業の生産条件が不利な地域における農業生産活動を継続するため、国及び地方自治体による支援を行う制度として、平成12

年度から実施してきており、令和2年度から第5期対策（令和2年度～令和6年度）が開始されている。

（参考2）



３　指定棚田地域の指定状況（R3.3.31現在）（つづき）

②県別指定棚田地域の指定数

・全国では629地域で指定を受けており、そのうち新潟県は93地域で全国２位となっている。

・北陸地域では新潟県に次いで富山県が39地域で５位となっている。

③市町村別指定棚田地域の指定数

４　県別指定棚田地域振興活動計画の認定状況（全国：R3.3.31現在）

・北陸地域では新潟県に次いで富山県が８地域で３位となっている。

・全国では102協議会で認定を受けており、そのうち新潟県は10協議会で全国１位となっている。
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１　指定棚田地域振興活動の実施状況等について教えて下さい。（該当する番号に○を記入して下さい。）

　　　
1 概ね計画通り取組が進んでいる。

2 少し計画より取組が遅れている。

3 相当計画より取組が遅れている。

（遅れている場合の要因等）

２　活動の成果と課題等があれば教えて下さい。

〇成果　

（例：地域での話し合いが行われる契機となった。　空き家のゲストハウス化により人を呼び込むことが出来た。など）

〇課題　

（例：コロナ禍により話し合いの機会を持ちづらい。　地域で中心的役割を担う人材が不足している。など）

３　棚田振興活動に対する地域（周辺集落）の反応はどうでしょうか。（該当する番号に○を記入して下さい。）

1 概ね理解が得られている。

2 一部理解が得られていない。

3 理解が得られていない。

4 その他

４　貴市（町）における棚田振興に係る独自の取組がありましたら教えて下さい。

～裏面へつづく～　→→→

・

棚田振興に関する市町へのアンケート１（活動計画の認定を受けている市町）

市町名

協議会名 所属課 記入担当者

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

アンケート用紙

－ 16 －
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５　R２年度に棚田振興活動等のために活用した国の事業はありますか。

（該当する番号に〇を記入し、「①ある」場合は事業名を記入して下さい。）

1 ある　（例：農水省　中山間地直接支払＋棚田加算）

2 なし

６　R３年度に棚田振興活動等のために活用予定の国の事業はありますか。

（該当する番号に〇を記入し、「①ある」場合は事業名を記入して下さい。）

1 ある　（例：農水省　中山間地直接支払＋棚田加算）

2 なし

７　自由記載　（国に対する棚田振興に対するご要望等）

～ご記入ありがとうございました～

※本アンケートの集計結果については、個別市町の情報がわからない形でアンケートの協力

市町、新潟県の関係機関に共有するほか、農水省での棚田振興に係る政策の内部検討のみ

に使わせていただきます。

・

・

・

・

北陸農政局　新潟県拠点　地方参事官室

　TEL：025-228-5215　

　　　　　　　　　　　松田、鹿嶋　（棚田担当）

・

・

・

・

・

＜問い合わせ先＞
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１　棚田地域振興協議会の設立状況について教えて下さい。（該当する番号に○を記入して下さい。）

　　　
1 設立した。

2 設立を協議中。

3 設立していない。

〇協議会を設立していない場合は、その理由及び設立予定時期を教えて下さい。

２　協議会を設立したとされた市町において棚田地域振興活動計画の作成状況を教えて下さい。

（該当する番号に○を記入して下さい。）

1 国へ申請済み

2 国の認定に向け県と協議中

3 作成中

4 未作成

〇活動計画を作成していない場合は、その理由及び県との協議開始予定時期を教えて下さい。

３　自由記載　（国に対する棚田振興に対するご要望等）

～ご記入ありがとうございました～

※本アンケートの集計結果については、個別市町の情報がわからない形でアンケートの協力

市町、新潟県の関係機関に共有するほか、農水省での棚田振興に係る政策の内部検討のみ

に使わせていただきます。

【理由】

棚田振興に関する市町へのアンケート２（活動計画の認定をまだ受けていない市町）

市町名 所属課 記入担当者

【理由】

【設立予定時期】

　　　　　　　　　　　松田、鹿嶋　（棚田担当）

【県との協議開始予定時期】

・

・

・

・

・

＜問い合わせ先＞

北陸農政局　新潟県拠点　地方参事官室

　TEL：025-228-5215　

－ 18 －

アンケート用紙
（参考3-2）



－  19  －

akira_sato290
テキストをタイプ
（参考４）




【お問い合わせ先】

北陸農政局新潟県拠点 地方参事官室

TEL ０２５－２２８－５２１６

FAX ０２５－２２３－２２７４

〒951-8035 新潟市中央区船場町2-3435-1


